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研 究 成 果 概 要
【目的】

　ヒトの大脳皮質頭頂連合野は視覚や体性感覚などの複数の感覚情報と運動情報が統合される領域であり、こ

の部位の障害により口部運動の障害（口部失行）や日常慣用の物品の使用障害（観念失行）を生じることが知

られている。サルの同領域の切除実験においても、ヒトと類似して食餌行為時に餌に手を伸ばし餌を口に持っ

ていくなどの顔面と手指の協調動作が障害されることが知られている。我々はこれまでの研究過程のなかで、

顔面と手指の両方に受容野を持つニューロンを同領域において記録している。本研究では、これらのニューロ

ンの活動様式と「顔面と手指の協調動作」パタンの時系列的変化について比較解析を行うことで、協調動作の

神経機構を解明することを目的とする。

【方法・結果】

　電気生理学的解析によって、顔面および手指の触刺激により体性感覚受容野を特定し、顔面と手指の両方に

受容野をもつニューロン活動を慢性的に記録した。記録されたニューロンが、顔面と手指の非協調的運動に対

する応答と比較して、顔面と手指の協調的運動に対して特異的な応答を示すか否かを検討した。

　サルの顔面と手指の協調動作遂行時の運動パタンを画像解析装置により定量的に動作解析した結果、摂食動

作時に表出される特徴的運動パタン（食物に向けて手を伸ばす→掴む→口にもっていく）を抽出した（Fig. 1　運
動パタンの変化を経時的変化に沿って示す）。

　ニホンザルの大脳皮質頭頂葉後方下部領域

より顔面と手指の両方に体性感覚受容野をも

つ単一ニューロン活動を記録（Fig. 2 左図）し、
その活動様式と Fig. 1 で示した摂食動作時の顔
面と手指の協調動作パタンとの関係を解析し

た。その結果、これらのニューロンの中にサ

ルが摂食動作を発現したときに選択的に活動

するニューロンが存在することを確認した。

これらのニューロンは、サルが食物に向けて

手を伸ばし始めてから食物を口に入れるまで

の一連の動作遂行時に特に強い応答を示した

（Fig. 2 右図）。その応答の強さは、顔面ある
いは手指の受容野を個々に刺激した際に得ら

れた結果のおよそ３倍の強さを示していた。

【結論】

本研究の結果から、これらのニューロンが顔面と手指の合目的的協調動作をコードしていることを示唆するも

のであると考えられ、頭頂連合野が顔面と手指の協調動作の発現に関与する領域であることが示唆される。
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